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ライオンズクラブ国際協会は世界209の国または地域、138万人のメンバーを擁する世界一の奉仕団体です。

ライオンズクラブ国際協会330-B地区
（神奈川県・山梨県・伊豆大島）

http://www.lions330-b.gr.jp/

2023〜2024年度

LIONS CLUBS INTERNATIONAL DISTRICT 330-B JAPAN

パーソナルテーマ

Changing the WorldChanging the WorldChanging the World
ガバナーテーマガバナーテーマ

サブテーマ

〜明るく！楽しく！元気よく！〜



充実した士業サポート体制。不動産に関する全てをワンストップでお任せいただける不動産会社です。
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ガバナーズメッセージ
第4回キャビネット会議
第35回献眼・臓器移植
シンポジウム（オール山梨）
330複合地区第70回年次大会
南アルプスLC
結成60周年記念式典
横須賀中央LC
結成55周年記念式典
藤沢湘南LC
結成50周年記念式典
茅ヶ崎グリーンLC
結成50周年記念式典
竜王LC
結成40周年記念式典
湯河原LC
結成60周年記念式典
笛吹LC
結成60周年記念式典
Step Forword支援金を
活用して
小田原白梅LC/相模原中央LC/
横浜みどりLC/横浜桜美林LC

編集後記

2023〜2024年度
国際会長テーマ

国際会長

パティ・ヒル L

国際会長テーマ

（われわれは奉仕する）

国際会長メッセージ

Service From the Heart

心からの奉仕

国際会長

L ダグラスＸ.アレキサンダー

Changing the World L　石　田　真　一
（4R-1Z　川崎臨海 LC）

ガバナーテーマ

第59代地区ガバナー

Changing the WorldChanging the WorldChanging the World
ガバナーテーマ

パーソナルテーマ

　しっとりとした空気に緑の香りが漂う深緑の候、330-B地区メンバーの皆様におか
れましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
　先の第70回複合地区年次大会には大勢のクラブ代議員・メンバーの方々にご参集を
賜りましたこと心よりお礼を申し上げます。クラブ代議員の皆様のおかげをもちまし
て、さまざまな私たちの複合地区が抱える懸案事項、そして次期に向けての予算の件も
ご審議をいただき、承認・可決されました。ガバナー協議会副議長・会計、330-B地
区ガバナーとして感謝いたします。
　第4回キャビネット会議も6月7日に終了しました。多くの地区構成員・メンバーの
方々にお集まりいただき、次期委員会への引継ぎ、アワードの贈呈、議案審議を滞りな
く終えることができました。また、懇親会では名誉顧問の方々より労いのお言葉をいた
だき胸が熱くなると同時に少し寂しい気持ちを覚えました。参加していただいたメンバ
ーの皆様との懇親も深めることができ、大変有意義で楽しく、また和やかなキャビネッ
ト会議でありました。
　「 寂しい！」。この寂しさは地区ガバナーという役職を離れるからではなく、皆さん
と一緒に少しずつ私たちの地区を良質に変化させてきた時間が終わりを迎えているから
に他なりません。
　2023−2024年度の任期中、私はメンバーの皆様とともにさまざまな奉仕活動や
イベントを成功へと導き、地域社会に大きなインパクトを与えることができました。そ
の達成感と喜びは言葉では表しがたいものです。メンバーの皆様の献身と支援・協力の
おかげで、地域社会へ未来に向かっての夢・希望と支援を提供することができました。
　私の地区ガバナーとしての閉幕が迫りつつあります。任期が終了するということは、
新しいキャビネットの始まりを意味します。次期の倉田雅史地区ガバナーが新たな『 情
熱と真心』の精神をもって地域・国際社会に貢献され、成功されますことを心よりお祈
りしております。
　結びに、この素晴らしい経験を共有してくれた全てのライオンズに心から感謝いたし
ます。ライオンズの指導力の要諦は「 生まれてから現在までの人間性の発露」に表現し
尽くされます。他者へ思いを馳せることは、役職を受ける以前、メンバーになることよ
りも初期段階で自問自答する必要性を甘受せざるを得ない事象が散見されます。立ち止
まりましょう。
　今期の１年間は私の人生にとって貴重な時間であり、皆様と一緒に行動できたことを
誇りに思います。１年間キャビネットを支えてくださった出川渓二キャビネット幹事、
谷井弘樹キャビネット会計をはじめとする地区構成員・準構成員、全てのメンバーの
方々に心より感謝を申し上げます。
　今後も皆様とともにライオンズ活動に参加し､ 地域・国際社会に貢献して行くことを
誓います。
　改めて330-B地区メンバーの皆様に心より感謝を申し上げます。

『 情熱と真心 』

（4R-1Z　川崎臨海LC）

L
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4回キャビネット会議が、6
月7日（金）14時30分から
横浜ロイヤルパークホテル宴

会棟3階にて開催された。
　倉田雅史ガバナーエレクトの開会宣
言から始まり、国歌およびライオンズ
ヒムを斉唱した。続いて物故ライオン
への黙祷、ライオンズの誓いを行った
後で構成員を動画で紹介した。
　石田真一地区ガバナーの挨拶では

と聞いています。本日現在は21名純
増ですが、次につなぐには多くの奉仕
の担い手が必要です。国際協会が提唱
し2027年までに会員を150万人に
しようという『 ミッション1.5』の達
成を目指して、それぞれが一緒に奉仕
活動をするメンバーを集めて昔のよう
な活気のある地区になっていけばいい。
国際会長の『 Changing the World
世界を変える』というテーマは一人一

「 昨年真夏のボストンでエレクトリボ
ンを外していただき、真冬のメルボル
ンで倉田ガバナーエレクトのリボンを
外します。それまでは地区ガバナーな
のでもうしばらくお付き合いください。
長い道のりでありましたがここにいる
皆様の支えがあってここまでできまし
た。6月には退会するメンバーが増え
ます。5月末では71名純増でありまし
たが、6月末には4クラブが解散する

第

第第44回回  キャビネット会議キャビネット会議第4回 キャビネット会議
6月7日（金）　於：横浜ロイヤルパークホテル

パーソナルテーマパーソナルテーマ

●挨拶
　石田ガバナー

●幹事報告
　出川キャビネット幹事

●会計報告
　谷井キャビネット会計

●A1会員増強優秀賞（クラブ）
　横浜金港LC・相模原シティLC
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人の心の持ちよう、ライオンズに対す
る向き合い方を考えて変えていくこと
ではないかと解釈しています。皆さん
が自分たちの持っている幸せのお裾分
けをしてあげられるメンバーになれた
らいいと思います。次期は倉田ガバナ
ーに引き継がれます。来期も皆様の『 情
熱と真心』、そして『 明るく楽しく元
気よく』いく気持ちを倉田ガバナーに
注いであげてください」と話された。

　出川渓二キャビネット幹事の幹事報
告、谷井弘樹キャビネット会計から会
計報告の後、石田ガバナーによるアワ
ード贈呈が行われた。
　また、3R-2Zを代表して石河世津子
2ZCから地区に対しドネーションが寄
贈された。

　取材：地区ニュース

委員長　L石井　光一

　続いて、ご欠席された伏見 龍元国際
理事と中澤一浩前地区ガバナー・名誉
顧問会議長のお二人に代わって挨拶さ
れた亀井真司元地区ガバナーは、準地
区役員、複合地区役員、また石田ガバ
ナーのキャビネット運営に携わった皆
様および地区メンバー全員に感謝の言
葉を述べ、石田ガバナーを労った。 
　取材：地区ニュース

副委員長　L野田　　覚

●A2　会員増強優秀賞（個人） 
　横浜みなとマリンLC笠原L・茅ヶ崎オーシャンLC神戸L

●3R-2Zより地区へドネーション寄贈 ●G賞　特別部門　個人表彰　川崎田島LC高梨L・横浜おおとりコスモポリタンLC小池L・
　川崎LC村井L・川崎リバティLC山本L・小田原白梅LC廣枝L

●A4　クラブ支部結成賞
　小田原LC茶道支部・横浜桜美林LC学生支部

●
石
田
議
長
は
構
成
員
の
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否
を
挙
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　休憩後に議事が行われ、議長に石田
ガバナーが選出されて審議に入った。

【 審議事項 】
第1号議案　地区シェアリング交付金
申請の件
　フィリピンの小学校建設に対しパタ
ンガス地区とヌエバ地区に小学校が不
足している為、現地小学校建設事業を
330-B地区・小田原LC・小田原白梅
LC・小田原松風LCの事業とさせて頂
き地区シェアリング交付金申請可能額
$100,646.93（2024年5月17日
現在）のうち、$21,000（約330万円）
を申請させて頂く事の承認を求める。

【 提案通り承認可決 】
第2号議案　人道支援マッチング交付
金申請の件
　第1号事案で示した通り、フィリピ

　続いて、石田真一地区ガバナーより
次期地区ガバナーチームの紹介となり、
倉田雅史地区ガバナーエレクト、森川
吉孝次期第1副地区ガバナー予定者、
内藤修也次期第2副地区ガバナー予定
者が紹介された。
　次に倉田ガバナーエレクトより次期
キャビネット3役の紹介となり、大滝
靖生次期キャビネット幹事、秋山隆一
郎次期キャビネット会計が紹介された。
そして、大滝次期キャビネット幹事よ
り次期キャビネット副幹事団が紹介さ
れた。
　最後に森川次期第1副ガバナー予定
者の閉会宣言で滞りなく幕を閉じた。

　取材：地区ニュース

副委員長　L田村　　博

ンでの現地小学校建設事業において、
事業費総額約1,000万円に対し、小田
原LC・小田原白梅LCのクラブシェア
リング交付金合計$12,000（約188
万円）を地区に移管し地区シェアリン
グ 交 付 金$21,000（約330万 円）と
合わせた$33,000に対してのマッチ
ン グ 交 付 金$33,000（約518万 円）
の申請をさせて頂く事の承認を求める。

【 提案通り承認可決 】
　審議終了後、宮田暢人キャビネット
事務局長から、第4回キャビネット会
議に上程された、第1号議案地区シェ
アリング交付金申請の件、第2号議案
人道支援マッチング交付金申請の件は
賛成多数で可決されたと報告があった。
　取材：地区ニュース

委員　L長坂　　正
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〒210-0863 川崎市川崎区夜光一丁目7番9号 塩浜ビル301
E-mail：ishida@kensho-inc.co.jp　TEL.044-270-2275　FAX.044-270-2276

建設業許可　神奈川県知事許可（般-29）第78859号

建築・土木一式総合建設業

石　田　真　一取締役会長 （川崎臨海ライオンズクラブ所属）

株式会社  建　匠

　5月27日（月）13時30分より山梨
県地場産業センターかいてらすにて、
ライオンズクラブオール山梨主催の第
35回献眼・臓器移植シンポジウムが開
催された。
　山田栄一オール山梨事務局長の司会
で第1部が始まり、金井彰彦オール山
梨世話人副代表・10RCから「お忙し
い中ご出席いただきありがとうござい
ます。献眼・臓器移植にご理解いただ
き、最後までご協力よろしくお願いし
ます」と開会の言葉があった。
　続いて、国旗ならびにライオンズ旗
に敬礼後、国歌・ライオンズヒムを斉
唱し、献眼・臓器提供者の霊に黙祷を
捧げた。
　小尾 武オール山梨世話人代表からは

「 大勢の方に参加していただきありが
とうございます。講演を聴いていただ
き、良きシンポジウムだったと思って
いただけたら幸いです」と挨拶された。
　浅川香一オール山梨副事務局長が来
賓紹介を行い、来賓者より祝辞をいた
だいた。
　初めに、山梨県福祉保健部医務課課
長・清水康邦様が「 ライオンズクラブ
の皆様には移植医療にご尽力いただい
てきたこと、県民への普及啓発などの
活動に感謝申し上げます」と挨拶され、
続いて、石原英司（公財）山梨県アイバ
ンク理事長・元地区ガバナーより「 4
年ぶりの開催に感謝します。4年間コ

レンケラー女史が演説し支援を訴えて
以降、現在に至るまでライオンズクラ
ブから支援をいただいている。日本ア
イバンクはライオンズクラブに感謝し
ている」と話された。また、「 人工角膜
ができれば献眼はなくなるが、まだ先
の話になると思う。今後ともご支援を
お願いします」と結び、講演を終えた。
その後、『いつかの言葉が、希望になる。
〜母の臓器提供と、その家族〜』の体
験発表映像を視聴した。
　総評では、中澤一浩前地区ガバナー・
名誉顧問会議長から「 献眼・臓器移植
は最たるものである。臓器移植の意思
表示について知っていただく活動も行
っていただきたい」とお話された。
　お礼の言葉では、内藤修也複合地区
財政問題検討副委員長より、次期第2
副地区ガバナーの信任のお礼と、献眼・
臓器移植の推進に尽力していくとのお
話があった。最後に、（公財）山梨県臓器
移植推進財団事務局長・田之倉博史様
より「 長時間お疲れ様でした。お集ま
りいただきありがとうございます」と
の閉会の言葉で第2部も開会した。
　取材・撮影：地区ニュース

委員　L中西　将志

ロナの影響で活動が止まってしまって
いた。移植を待機されている患者さん
へ早く光を取り戻せる活動を行ってい
きたい」。渡辺和廣（公財）山梨県臓器
移植推進財団理事長・元地区ガバナー
より「 昨年も臓器移植されたケースが
ある。脳死下での臓器移植は増えてい
る。移植が増えていくように啓発活動
をしていきたい」とお話いただいた。
　甲府LC所属の富岡信也（公財）山梨
県アイバンク常務理事が第1部のご協
力に謝意を述べ、第1部は終了した。
　第2部は桑原良訓オール山梨世話人
副代表・11RCの「 講演を聴いていた
だき、献眼・臓器移植活動にご協力い
ただきたい」との挨拶で始まり、辻井
祐幸糖尿病・四献（献血・献眼・献腎・
臓器移植）委員長は「 神奈川県でも数例
しか移植事例がない。法令の整備も必
要、長い活動だが希望を持って頑張っ
ていきたい」と挨拶された。
　講演では、（公財）日本アイバンク協会
監事・小林正明様より『 アイバンクは
何をしているところですか?』をテー
マにお話していただいた。その中で、

「 1925年の第9回国際大会が開催さ
れたオハイオ州シダーポイントにてヘ

第35回
献眼・臓器移植
シンポジウム開催

オール山梨
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月20日（月）ホテル雅叙園東
京において330複合地区第

70回年次大会が開催された。
　代議員会は阿部かな子大会副議長
の開会宣言で始まった。田中雄一大
会議長の挨拶では「 代議員会は330
複合地区の将来を見据えた運営の在
り方を方向付ける重要な会議。また、
大会式典や懇親会はメンバーの皆様
が主役であり、友好を深められる大
切な場。皆様にはライオンとしての
品格と理性溢れるご決議をいただき
たいと思います」と述べられた。
　続いて代議員会役員と顧問の紹介
後、石田真一大会資格証明委員長から
資格審査の結果、登録代議員数574
名、出席代議員数349名により定足

検討が必要となる。その際、標準版
会則などとの整合性の検討に時間を
要するので、継続審議とするため地
区会則を内包する現在の複合地区会
則及び関係会則・規則のあり方を検
討し、来年の地区大会には議案とし
て提案をすることを目的とする「 会
則関係特別検討委員会」を設置する。
ただしこの特別委員会は常設の会則
委員会と兼務することができる。
原案通り賛成多数で可決承認された。

【 議案3 】2022−2023 年度 330
複合地区会計報告及び一般社団法人
330複合地区事務サポートセンター
会計報告承認の件（ガバナー協議会議
長提案）
・2022−2023年度330複合地区

数を満たしていることを報告された。
続いて森川明治郎議事規則委員長よ
り議事規則の説明があり、田中議長
の進行で議案審議が行われ、各代議
員が活発な意見を交わした。

審 議 事 項
【 議案1 】国際会則・付則第2条第4
項に定める国際第三副会長候補者推
薦の件（ガバナー協議会議長提案）
・元国際理事中村泰久L（大宮北LC）
を国際第三副会長に推薦する。
賛成多数で可決承認された。

【 議案2 】「 会則関係特別検討委員会」
設置の件（ガバナー協議会議長提案）
・複合地区会則及び関連規則などの改
正については、細部にわたり丁寧な

第70回年次大会 開催第70回年次大会 開催第70回年次大会 開催
330複合地区330複合地区330複合地区

2024年5月20日（月）  於：ホテル雅叙園東京2024年5月20日（月）  於：ホテル雅叙園東京
代議員会 12：10〜14：40　　代議員会 12：10〜14：40　　式典式典及び及び懇親会 15：00〜懇親会 15：00〜19：0019：00

5

●大会議長挨拶
　田中330複合地区
　ガバナー協議会議長

●大会副議長・会計
　石田B地区ガバナー
　（資格証明委員長）

●大会副議長・幹事
　阿部A地区ガバナー
　（決議委員長）

●国際第3副会長候補者
　として推薦が決まった
　中村元国際理事

●齋藤 達大会委員長
　330-C地区元地区
　ガバナー
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度は月額/人250円を複合地区費と
して納入する。
原案通り賛成多数で可決承認された。

【 議案6 】2024−2025年度複合地
区大会費承認の件（ガバナー協議会議
長提案）
・複合地区大会費について会員一人当
たり月額80円を増額して、現行複合
地区大会費が会員1名当たり1ヶ月
50円のところ、2024−2025年度
から月額/人130円を複合地区大会
費として納入する。
原案通り賛成多数で可決承認された。

【 議案7 】2024−2025年度複合地
区費及び複合地区大会費の徴収及び
減免の件（ガバナー協議会議長提案）
A案　 ① 次 に 示 す 会 員 に つ い て は

2024−2025年度複合地区会費及
び複合地区大会費を1/2の額とす
る。・家族会員（特典会員）
②次に示す会員については2024−
2025年度複合地区会費及び複合地
区大会費を全額免除とする。・学生会
員
B案　次に示す会員については2024
−2025年度複合地区会費及び複合
地区大会費を全額免除とする。・家族
会員（特典会員）・学生会員
投票によりA案が賛成多数で採択さ
れた。

【 議案8 】支払い留保している2023
−2024年度一般社団法人日本ライ
オンズ賛助会費の件（ガバナー協議会
議長提案）

会計報告書、一般社団法人330複合
地区事務サポートセンター会計報告
書を承認する。
原案通り賛成多数で可決承認された。

【 議案4 】2023 −2024 年度 330
複合地区上半期会計報告承認の件（ガ
バナー協議会議長提案）
・2023−2024年度330複合地区
上半期会計報告書を承認する。
原案通り賛成多数で可決承認された。

【 議案5 】2024−2025年度複合地
区費承認の件（ガバナー協議会議長提
案）
・複合地区会費について会員一人当
たり月額100円を増額して、現行複
合地区会費が会員1名当たり1ヶ月
150円 の と こ ろ、2024−2025年

●
挙
手
に
よ
る
採
決

●
投
票
す
る
代
議
員
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・2023−2024年度一般社団法人日
本ライオンズ賛助会費の支払い留保
について、留保を解除して一般社団
法人日本ライオンズへ支払う。
投票により支払うことに賛成多数で
採択された。

【 議案9 】2024 −2025 年度一般
社団法人日本ライオンズ賛助会費の
件（ガバナー協議会議長提案）
・2024−2025年度一般社団法人日
本ライオンズ賛助会費について、正
会員1人当たり月額80円を一般社団
法人日本ライオンズへ複合地区を通
じて支払う。
投票により支払うことに賛成多数で
採択された。

【 議案10 】2024−2025年度　第

中大会会長は「 昨年の5月にコロナ
が5類に移行したこともあり、今期
はスタートから各委員会が活発に活
動していただいた。大変素晴らしい1
年間だった。今期の良い所は来期の
ガバナー協議会に引き継いでいきた
い」と挨拶された。次に阿部大会副会
長・決議委員会委員長より代議員会
決議報告があり、続いて来賓を代表
して濱野雅司国際理事よりご祝辞を
いただき「 年次大会は交流の場でも
ありますが、議論する場、勉強する
場でもあります。その根本にあるの
は奉仕活動です。今後も皆様がそれ
ぞれの地域社会のニーズに応えられ
るよう、精一杯の奉仕活動をしてい
ただきたいと思います」と話された。

71回複合地区年次大会開催場所の件
（ガバナー協議会議長提案）
・開催場所は、東京都内とする。
原案通り賛成多数で可決承認された。
　最後に石田真一大会副議長の閉会
宣言で代議員会は幕を閉じた。

式　　典
　休憩を挟み、15時より式典が開催
された。石田大会副会長の開会宣言
で始まり、国歌・ライオンズヒム斉
唱後、物故ライオンへ黙祷を捧げた。
ご来賓・大会役員の紹介はスクリー
ンでの投影により行われ、齋藤 達大
会委員長の挨拶では「 A・B・C地区
が顔を合わせる年に1回の場を有効
にお過ごしください」と話された。田

大
会
テ
ー
マ 

「
情
熱
の
波
紋
」 ●手を上げて入場する倉田ガバナーエレクトと令夫人　万雷の拍手で迎えられた

●祝辞　濱野国際理事 ●にこやかに入場する猪野塚330-C地区ガバナーエレクト
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り組んでまいります」と意欲を語られ
た。次に、猪野塚ガバナーエレクトが
田中330-C地区ガバナーからの紹介
を受け「 来期は会員増強に最大限の
力を注いでいきたい」と挨拶された。
　続いて、A・B・C各地区の第1お
よび第2副地区ガバナー予定者が紹
介された。B地区は森川吉孝第1副地
区ガバナー予定者、内藤修也第2副
地区ガバナー予定者が石田ガバナー
より紹介され熱いエールを送られた。
　式典の最後は、2023〜2024年
度大会記念アワード受賞者が発表さ
れ、330-B地区では優秀賞に藤沢湘

南LC、アイディア賞に横浜LCが選出
された。また、GAT感謝状は山本直
正330複合地区GSTコーディネー
ターと鳥居眞弓330複合地区SPC・
FWTコーディネーターに贈られた。
そして阿部副会長の閉会宣言で大会
式典は閉幕となった。
　1時間の休憩の後17時より懇親会
が行われ和やかな雰囲気の中、親睦
を深めて閉宴となった。
　取材：地区ニュース

副委員長  　L田村　　博

　撮影：　　 〃

アドバイザー　L中井　弘明

　そして、各地区のガバナーエレク
ト入場。はじめに、わが330-B地区
倉田雅史ガバナーエレクトが「おさる
のかごや」から「 世界に一つだけの
花」の楽曲に乗りながら華やかに入
場、期待と激励の拍手で迎えられた。
続いて、猪野塚弘樹330-C地区ガバ
ナーエレクトがにこやかに入場され
た。壇上へ上がったお二人は白いジ
ャケットがとても映えていた。
　まず、倉田ガバナーエレクトが石
田330-B地区ガバナーからの紹介を
受け「 友愛と相互理解、そして楽しい
奉仕と会員増強に向けてしっかり取

大
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●各地区の次期第1・第2副地区ガバナー予定者が壇上で紹介された

●GAT感謝状を掲げる山本元ガバナーと鳥居コーディネーター（写真中央）

●優秀賞で表彰された藤沢湘南LC（中央）

●横浜LCがアイディア賞を受賞（中央）

●にこやかに入場する猪野塚330-C地区ガバナーエレクト
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橋梁架設工事・耐震、補修工事・土木工事
重量品機器搬入据付工事・一般貨物運送

〒409-3813　山梨県中央市一町畑912-1 TEL 055-273-1771 FAX 055-273-1774梨県中央市 町畑912 1 TEL 055 273 1771 FAX

株式会社株式会社    中中 部部株式会社  中 部

　5月12日（日）ブライダルホール
「 魚覚」において結成60周年記念式
典・祝宴が開催された。
　式典には、南アルプス市長・金丸
一元様、森川吉孝次期第1副地区ガ
バナーをはじめとする330-B地区の
関係役員、スポンサークラブの甲府
LCの皆さん、姉妹クラブの藤沢中央
LCの皆さん、そして各クラブより大
勢の皆さんが参加された。
　河西 久会長は挨拶で、南アルプス
LCは、1964年9月18日に甲府LC
のスポンサーにより330-B地区で
は31番目のクラブとして、63名の
チャーターメンバーにより結成。翌
1965年5月23日に峡西LCとして
認定され、2003年4月峡西地区6ヵ
町村合併による南アルプス市の誕生
とともに、名称を「 南アルプスLC」
と改名した経緯を話された。

結成60周年記念
アクティビティとして

＊（福）南アルプス市社会福祉協議会
へ車椅子26台寄贈

＊（公財）山梨県臓器移植推進財団へ
　金一封
＊（公財）山梨県アイバンクへ金一封
＊サッカースポーツ少年団へ振興費

として金一封
＊そのほかフードドライブへ食料品

提供、歳末助け合い募金、LCIF基
金へ寄付

　各団体には、河西会長より、記念
事業目録が贈呈された。
　石田真一地区ガバナーのご挨拶は、
森川次期第1副ガバナーの代読で紹
介された。「 結成以来60年の永きに

念事業としてLCIFへ$5,100寄付、
山梨アイバンク・山梨臓器移植推進
財団へ金一封、サッカースポーツ少
年団へ振興費として金一封の贈呈…。
これらの活動は多くのライオンズク
ラブの中にあって真に賞賛に値する
ものであります。これからも南アル
プスLCならびにメンバーの方々のま
すますのご活躍とご発展を祈念申し
上げお祝いの言葉とさせていただき
ます」。
　最後に、また会う日までを合唱し
閉会した。
　取材・撮影：地区ニュース

委員　L長坂　　正

わたりライオニズムの精神を継承さ
れ、山梨県特有の地元同士のつながり
を大切にして、ゴルフ部、ウォーキ
ング部等21の文化専門部会があり、
会員同士の交流・絆を深めてきてい
る結束力の強いクラブとお聞きして
おります。また奉仕活動としては10
ヵ所における年20回の献血奉仕、夏
冬2回のフードドライブへの食料品
の提供、国の重要文化財「 安藤家住
宅」の年6回の清掃活動、青少年健全
育成のクラブ主催サッカー大会開催、
優良警察官・優良消防士への感謝状・
記念品贈呈を行い、地域に多大な貢献
をされてこられました。さらに、記

結成60周年記念式典開催結成60周年記念式典開催
南アルプスライオンズクラブ60

th
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　5月15日（水）メルキュールホテル
横須賀にて、横須賀中央LC結成55
周年記念式典を開催いたしました。
　2019年の結成50周年から5年、
その間コロナ禍で右往左往し、例会
もクラブ行事もほとんどできずに結
成55周年記念式典を迎えることにな
りました。
　55周年記念事業として、長年『 We 
Serve』の精神のもと、児童養護施設、
児童との夏季レクリエーション、特
別養護老人施設の慰問、中学校で「 ダ
メ。ゼッタイ。」の薬物乱用防止教室、
献血事業奉仕等々何十年も続けてき
たアクティビティに、今回は新たな
事業奉仕として、横須賀市ラグビー
スクールの児童生徒へ「 ビブス」90

賀新也地区LCIF副コーディネーター
にご参列いただきました。友好クラ
ブの会津若松LCは遠方にもかかわら
ず、ご参列いただき感謝感謝でした。
　式典も無事に終了し、祝宴では、
イベントとして「 マグロの解体ショ
ー」を行い好評を博しました。マグロ
もたいへんおいしくご来賓の皆様方
とともに食しました。
　こじんまりとした式典・祝宴でし
たが、皆様一人一人の顔の見える楽
しい会となりました。これから60周
年、65周年そして100周年の記念式
典へ向け一歩、また一歩と歩んでい
きます。
　9R-1Z　横須賀中央LC

会長　L大嵩　　俊

着を贈呈しました。ラグビースクー
ルとこれから息の長い『 We Serve』
が始まりそうです。
　式典・祝宴には、衆議院議員・小
泉進次郎様、横須賀市長でクラブ名
誉会員の上地克明様、キャビネットか
らは、石田真一地区ガバナーはじめ
キャビネット4役、櫻井貴裕330複
合地区LCIF副コーディネーター、平

結成55周年記念式典・祝宴を開催結成55周年記念式典・祝宴を開催
横須賀中央ライオンズクラブ55

th
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　5月18日(土)鎌倉プリンスホ
テルにおいて結成50周年記念式
典・祝賀会を開催いたしました。
　式典には、藤沢市長・鈴木恒夫
様、（公財）アイメイト協会代表理
事・塩屋隆男様、（学）文京学院学
院長理事長・島田昌和様、またラ
イオンズクラブ関係では、石田真
一地区ガバナーをはじめキャビネ
ット5役の皆様、亀井真司元地区
ガバナー、吉本晴夫元地区ガバナ
ー、山本直正元地区ガバナー、ス
ポンサークラブの藤沢LC 、姉妹
提携クラブの恵庭LC 、佐世保ブ
ルーLC 、函館海峡LC 、そして
8リジョン内の多くのメンバーの
皆様をお迎えして、盛大に開催で
きましたこと、心より御礼申し上
げます。
　式典では、チャーターメンバー
の今井 直Lに記念品を贈呈し、在
籍30年以上の齋藤光久L 、髙木 
實L 、宗野稔L 、大澤廣和L 、菅
原雅之L 、渡貫直正Lの6名を紹
介しました。
　50周年の記念アクティビティ
といたしましては、
◦絵画・ベンチ・テーブル　藤沢

市へ寄贈

◦藍染ワークショップ収益金　藤
沢市災害復興基金へ寄附

◦チャリティダンスパーティー収
益金　藤沢市みどり基金へ寄附

◦盲導犬育成支援街頭募金　（公
財）アイメイト協会へ寄附

◦藤沢市母子寡婦福祉会（すみれ
会）・子ども食堂（市内5ヶ所）   
へ食材支援

◦文京学院大学海外留学生　日本
文化体験支援

を行いました。
　祝賀会では、藤沢市在住で大東
文化大学現役大学生の荒井理紗子
様による書道パフォーマンスをお
楽しみいただきました。
　藤沢湘南LCメンバー一同は今
期の会長テーマ『 一所一心〜未来

（あす）に繋ぐ〜』のもと、今まで
諸先輩方が築いてきてくださった
50年の歴史を大切にして継続奉
仕活動を続け、新しい風を取り込
みながら新たな奉仕活動も未来に
つなげていく所存でございます。
ライオンズクラブの皆様、なお一
層のご指導ご鞭撻のほど、よろし
くお願い申し上げます。
　8R-1Z　藤沢湘南LC

第50期　会長　L堺　　勇二

結成50周年記念式典・祝賀会結成50周年記念式典・祝賀会
藤沢湘南ライオンズクラブ50

th
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　5月11日（土）・12日（日）に湯
本富士屋ホテルにて結成50周年
記念式典を開催した。
　 茅 ヶ 崎 グ リ ーンLCは 全 国 の

「 グリーン」と付くクラブで結成
したグリーン盟友に加盟してお
り、前日11日は朝から盟友向け
のエクスカーションとして箱根観
光とゴルフコンペを行い、夜は

「 グリーン盟友の夕べ」として祝
宴を開いた。
　2日目12日の11時から式典
を開催し、茅ヶ崎市長佐藤 光様を
はじめとする一般の来賓、石田真
一地区ガバナーをはじめとするラ
イオンズの来賓、330-B地区のお
客様、グリーン盟友など、約140
名に参加いただいた。
　式典は原田裕介実行委員長の開
会宣言とゴングから始まり、国歌、物
故ライオンへの黙祷、ライオンズヒム、
来賓紹介と進行した。その後で参加全
45クラブの紹介を行い、ローアで応え
ていただいたことで会場の一体感を持
てた。
　続いて、今回50周年記念アクティ
ビティとしては茅ヶ崎市への寄付のみ
とし、50年の間に始めた継続事業の発
表を行った。クラブの人数が減少して
いる中でも事業を継続し、現在でも年
間24回のアクティビティを行ってい
る。どのアクティビティも参加するた
びにメンバー自身も充実感を得られて
いる。50年続いているクラブだからこ
そできることだと思う。

本晴夫元地区ガバナーの乾杯で開
始した。
　ショータイムとしてフラダンス
を観ていただいた後、ラッキーカ
ード抽選会では、出席者のお名前
を書いたくじをメンバーが引いて
当選者のお席まで順にお届けする
形を取ったので、80本近い当選
本数でもスムーズに運び、喜んで
いただけた。
　ライオンズローア、「また会う日
まで」に続き、最後は落合Lと落
合LのスポンサーであるOBの加
賀妻様の二人が壇上に上がり、閉
宴の言葉で締めくくった。

【 継続事業 】 
◦海岸清掃　1974年より年5回
◦日本赤十字社の街頭献血に協力
　1974年より年6回

◦（福）白十字会林間学校への日用品の
寄贈　1974年より年2回

◦少年野球へボール・優勝旗など寄贈
　1979年より年8回

◦茅ヶ崎杯グリーンカップ（少年サッカ
ー）へカップ・メダル・盾など寄贈
1980年より年1回

◦使用済切手の寄贈（累計1,253,921
枚）　1981年より年1回

◦茅ヶ崎市立梅田中学校へ科学誌ニュ
ートン寄贈（年12冊）　2006年よ
り年1回

　取材：地区ニュース
副委員長　L野田　　覚

　撮影：　  　〃
委員　L髙杉　　昇

　来賓挨拶の中では石田ガバナーよ
り、落合弘子330複合地区国際大会・
OSEALフォーラム副委員長、山田博
之会長にアワードをいただき、木藤晴
彦8RCより「 茅ヶ崎には3つの有名な
ものがあります。1番目はサザンオー
ルスターズ、2番目は加山雄三さん、そ
して3番目が茅ヶ崎グリーンライオン
ズクラブです」との言葉をいただいた。
　式典の最後に、チャーターメンバー
の神尾孝行Lに山田会長からアワード
が贈られ、式典は閉会した。
　その後の祝宴は、式典では緊張して
いた山田会長がリラックスした様子で
歓迎の挨拶を述べ、亀井真司元地区ガ
バナーにご挨拶をいただいた後に、吉

結成50周年式典・祝宴開催結成50周年式典・祝宴開催
茅ヶ崎グリーンライオンズクラブ50

th
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　5月24日（金）竜王LCはアピオ甲
府において結成40周年記念式典・祝
宴を開催いたしました。当日は山梨県
知事・長崎幸太郎様をはじめ多くのご
来賓の皆様、石田真一地区ガバナー、
330-B地区の役員の皆様、10Rクラ
ブ役員の皆様、姉妹クラブ滋賀県竜
王LCの役員の皆様、標語コンクール
で入賞された中学生の皆様にもご臨
席いただき、盛大に開催できました
ことに、心より感謝申し上げます。

40周年記念事業として
◦甲斐市役所庁舎　時計台　大規模

改修
◦ベンチ寄贈（甲斐市双葉スポーツ公

園・島上条公園）
◦信玄堤・釜無川 環境保護と河川防

災に関する標語コンクール
◦中巨摩心身障害児者父母の会へ金

一封
◦（公財）山梨県アイバンクへ金一封
◦（公財）山梨県臓器移植推進財団へ

金一封
◦LCIF献金
◦竜王LC東部杯野球スポーツ少年団

交歓大会開催
◦竜王LC旗争奪甲斐市ジュニアサッ

カーフェスティバル開催
等のアクティビティを行いました。
　竜王LCは1984年2月25日の結
成以来、甲斐市エリアを中心に、地
域に根ざした社会奉仕活動と青少年

ために努力してまいります。今後と
も変わらぬご指導ご鞭撻を何卒よろ
しくお願い申し上げます。
　10R-1Z　竜王LC

会長　L輿石　逸朗

の健全育成を目的として活動を続け
てきました。40周年を機に会員一同
ますます心ひとつに団結し、地域社
会の一員としてこれからもさまざま
な課題に取り組み、よりよい未来の

結成40周年記念式典・祝宴結成40周年記念式典・祝宴
竜王ライオンズクラブ40

th

●長崎 山梨県知事祝辞

●石井実行委員長挨拶

●輿石会長挨拶
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　6月5日（水）エクシブ湯河原離宮に
おいて、湯河原LC結成60周年記念
式典および祝宴が総勢80名参加の中、
盛大に開催された。
　 山 田 昭 夫 会 長 の 歓 迎 の 挨 拶 では

「 CN50周年の式典後に多数のメンバ
−が退会してしまう中で“ 解散 ”と“ 存
続 ”の葛藤があったが、先輩メンバ−の
つないできた奉仕活動を継承しなけれ
ばならないとの強い気持ちで、今期の
会長テーマである『 継続する奉仕 』を
掲げ、今日までメンバ−一丸となり奉仕
活動を続けてきた」との話があった。そ
の言葉通り、多方面の来賓関係者より
湯河原LCに向けての謝辞がなされた。

れた。
　閉会の辞では、榎本香咲花第1副会
長の声を詰まらせながらの挨拶に、会
場から「がんばれ」の声が飛び交ったの
が印象的で、皆から愛されているクラ
ブだと改めて感じた。
　懇親会では、倉田雅史ガバナ−エレ
クトの挨拶、湯河原LCのブラザークラ
ブである伊豆大島LCの橋本慎一郎会
長の挨拶、また廣枝了三6R-1ZCより
挨拶があり、最後に6R内の会長全員
でのライオンズローアにて閉宴となっ
た。
　取材・撮影：地区ニュ−ス

 委員　L髙杉　　昇

　続いて、薄井洋一チャリティーゴル
フ実行委員長より、3月15日（金）に
湯河原カンツリー倶楽部にて総勢44
名で開催された、チャリティーゴルフ
大会への参加のお礼とチャリティー総
額を能登半島地震義援金としてキャビ
ネットを通じて送金した旨の報告があ
った。
　石田真一地区ガバナーの祝辞では、
60年の永きにわたりライオニズム精
神を継承してきたアクティビティへの
称賛と今後のさらなる活躍をお願いす
る挨拶がなされた。
　その後、スポンサ−クラブである小
田原LCの勝俣好雄会長の挨拶がなさ

結成60周年記念式典結成60周年記念式典・祝宴・祝宴
湯河原ライオンズクラブ60

th
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　5月26日（日）石和名湯館糸柳に
て、笛吹LC結成60周年記念式典を
開催させていただきました。
　笛吹市長・山下政樹様をはじめと
する笛吹市行政関係の皆様、衆議院
議員・堀内詔子様、石田真一地区ガ
バナーをはじめ330-B地区の役員の
皆様、各地域のたくさんのライオン
の皆様にご臨席を賜り、式典を盛り
立てていただきましたことに心から
感謝を申し上げます。
　開式にあたりましては、笛吹市内
で活躍をされている心

こ

珀
は

鼓
く

の皆様に
心に響く、迫力ある和太鼓の演奏で
式典に花を添えていただきました。
　60周年記念アクティビティとしま
しては、笛吹市役所本館への時計の
寄贈、山梨県赤十字血液センターへ
のテント寄贈、笛吹市内小中学校19
校へのライオンズ文庫の寄贈、LCIF
能登半島地震支援金寄付、山梨県ア
イバンクならびに山梨県臓器移植推

進財団へ金一封を寄付いたしました。
　式典を迎えるにあたり、昨年に60
周年実行委員会を立ち上げ、窪田 勲

実行委員長のもとクラブ一丸となり
準備を進めてまいりました。準備や
式典当日を通して、今まで以上にク
ラブの結束力を高めることができた
と実感しております。
　笛吹LCは、1963年12月19日に
甲府LCのスポンサーにより、石和
LCとして地区21番目のクラブとし
て誕生しました。2005年に市町村合
併に伴い笛吹LCと名称を変え、創立
以来、地域の清掃活動や青少年育成、
薬物乱用防止教室の実施、献血活動
に力を入れ活動をしております。
　60年という長きにわたり社会奉
仕に貢献されてきた先輩ライオンの
皆様に敬意と感謝の意を表し、70年
80年そして100年と奉仕の精神を
つないでいけるよう、メンバー全員
で力を合わせて今後も邁進してまい
ります。
　11R-1Z　笛吹LC

会長　L鈴木　慎二

結成60周年記念式典結成60周年記念式典
笛吹ライオンズクラブ60

th
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甲府若葉LC甲府若葉LC

小　尾　　　武小　尾　　　武
〒245-0006　神奈川県横浜市泉区西が岡1-31-20
TEL.045-814-5043　FAX.045-814-5047

E-mail. komatu5043@gmail.com

携帯 . 090-4626-0917

代　表　小　松　和　芳
（横浜戸塚中央 LC）

小松表具店小松表具店小松表具店
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Step Forward支援金を活用して
ちょっと素敵なアクティビティ！

　相模原中央LCは、長年にわたり献血活動・骨髄移植ド
ナー登録会他、アイバンク活動に取り組んでいます。献血
活動は年間を通して計画的に実施し、併せて行う骨髄ドナ
ー登録会もメンバーに説明員の資格取得を推進しながら取
り組んでいます。
　毎年開催される「 相模原市民桜まつり」でも献血活動・
骨髄移植ドナー登録会を実施してきましたが、今年は献血
活動も実施しつつ、初めての挑戦となる「 レモネードスタ
ンド」を実施しました。
　さまざまなアクティビティがある中で、小児がん治療支
援のチャリティーイベントおよびPR活動を行うことで、
ご来場いただく皆様に「 健康と福祉の啓発」ができるので
はとのことで実施にこぎ着けました。
　クラブ単独でブースを運営するのは初めてのことなの
で、準備の段階から右往左往の連続でしたが、メンバー一
丸となって取り組むことができました。
　ブースでは小児がん支援のチラシ配布による啓発活動
と、子ども限定の「お菓子キャッチ」を実施しました。
　ご来場いただいた方の中には小児がんに関わる方や、啓

　3月24日（日）バスケットボール元日本代表キャプテン
根木慎志様を講師に迎え、小田原アリーナのメインアリー
ナにて、小田原バスケットボール協会に所属するミニバス
10チーム113名の小学生を対象に、車いすバスケの体験
を通じ「 多様性を認め合い障がいとは何かを学ぶ」事業を
行った。ゲストMCとしてものまね芸人ニッチローさんに
もお手伝いをいただき、根木さんとニッチローさんの掛け
合いの中、車いすバスケのゲームを面白おかしく楽しみな
がら行った。
　コート4面をフル活用し、1面2面は車いすバスケのゲ
ーム、3面は競技用車いす12台をフリーで操作するスペー
ス、4面目は城下町スポーツクラブというスポーツ指導者
の団体にお手伝いいただき、他のパラスポーツ体験コーナ
ーを設け、「 ボッチャ」「 パラバトミントン」「 卓球バレー」

「 ラダーゲッター」など、多彩なパラスポーツ競技の体験
をしてもらった。コート4面全体を子どもたちが走り回り、
とてもにぎやかなアクティビティとなった。近年のLCの
テーマでもある「 他団体交流」の観点からも城下町スポー
ツクラブとは今後も交流を続けたいと感じた。

発チラシを見てチャリティーにご協力くださった方など、
行列ができるほど多くの方に「 小児がん治療支援」につい
てご理解いただけたことが何よりもうれしく、実施してよ
かった！と感じた瞬間でした。
　今回の経験を活かし、今後もさまざまな場面で小児がん
支援を実施していくことを、クラブメンバー一同で確認で
きたアクティビティとなりました。

8R-3Z　相模原中央LC　会長　L渡部　俊明

　最後に、根木さんによる「 障がいの有無に関わらず、さ
まざまな境遇などを理解したうえで『 希望』をもってチャ
レンジすることの大事さ」をテーマとした講話で締めくく
った。
　SDGsが掲げる「すべての人に健康と福祉を」や「 質の
高い教育をみんなに」に通じる、とても良い事業ができた
と考えている。   

6R-1Z　小田原白梅LC　会長　L秋山隆一郎

「 レモネードスタンド」で小児がん治療支援

CN45周年記念事業 小田原パラスク－ル2024

相模原中央LC

小田原白梅LC

18



SUNSUNSUN 有限会社有限会社 サンテックサンテック有限会社サンテック

　 設 立 し た 学 生 支 部 は「 Yokohama Obirin Gakusei 
Club Branch」。桜美林大学OBが作ったNPO法人リトリ
トから生まれたクラブ支部だ。
　桜美林大学在学中の学生5名がメインとなり、実際に高
校へ出向き、高校生に対する授業（キャリア支援）を行うこ
とや、児童養護施設への訪問といった活動を行っている。

●実施日：5月18日（土）9時〜12時　晴天
●会場：長津田小学校　●主催：横浜みどりLC
　当日の大会では町内の子どもからご高齢者の方、多くの
参加者と見学者がいました。大会受付、グランドゴルフク
ラブの貸し出しのお手伝い、参加賞を提供し配りました。
当クラブメンバーも数名参加し、グランドゴルフを楽しみ
ました。
　まずはラジオ体操から開始〜♪晴天で猛暑日ではありま
したが、皆さんの笑顔とやる気で圧倒！！
　「 昨年、開催されて楽しかった！今年も楽しみにしてい
ました〜ありがとう！」「 ホールインワンした〜」「 ルール
は簡単だけど難しいスポーツだね〜」「 ストレス解消楽し
い！！」「これからグランドゴルフ始めようかな♪」という
声をいただきました。
　仲間とグランドゴルフを楽しむことで、人と接する機会
が増えたり、体を動かす時間が確保されたり、心身に良い

“ 健康寿命の延伸 ”につながるスポーツだと感じました。

　NPO法人リトリトは、高校生に対して学習面、メンタ
ルのサポート、さらには大学受験に向けてのアドバイスな
ど、多岐にわたる応援活動をしている。横浜桜美林LCは、
このNPO支援を通して青少年健全育成に寄与することを
目的としている。

２R-3Z　横浜桜美林LC　会長　L大矢　　寛

　閉会後は地域の団体と親睦会を行いました。地域密着と
いう一つの課題に取り組めたとメンバー一同喜んでいま
す。そして、奉仕活動の一歩として今後も取り組みを続け
ていき、健康長寿社会の実現に役立てば良いかと思います。

３R-3Z　横浜みどりLC　理事　L青木　哲也

桜美林大学在学生らによる
青少年健全育成支援のクラブ支部を設立

グランドゴルフ大会を開催

横浜桜美林LC

横浜みどりLC
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　私、地区ニュース委員は初めての経験

です。私にできるだろうか？不安な気持

ちで就任しました。

　まず中井アドバイザーから「 記事の書

き方」「 投稿規定」等の手引書が送られて

きました。通常使っている表現とは違い

があり、最初は困惑しましたが、投稿し

た記事を校正していただき、その校正文

章を確認しながら少しずつ慣れてきたこ

とが思い出されます。

　地区ニュース委員会は毎月委員会があ

ります。そこで取材担当が決められます

が、その会の進行は実に効率が良く、多

くの議題が次々に決まるさまは、感心し

てしまいました。

　私は山梨県の北杜市ですのでZOOM

で参加しましたが、4月の委員会と懇親

会は、川崎まで出向き皆さんと対面でお

話ができました。本当に素晴らしい仲間

と懇親できたことは、地区ニュース委員

で良かったと思いました。数々のご指導

ありがとうございました。

地区ニュース委員会
委　員

L長　坂　　　正

編 集 後 記
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新鮮な素材を清潔な工場から食卓へ新鮮な素材を清潔な工場から食卓へ新鮮な素材を清潔な工場から食卓へ
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加工・製造・業務用 卸売問屋
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